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内 容 梗 概

ドラムカッタローダの試作機は,二l二場内モデル切羽試験,および三-ミ菱鉱業株式会祉古賀山砿業所における現

地試験を終え,長期の実用運転において,採択能率の向上と安証した機械の稼働成績を得た｡

本稿はそれらの試験および実掛こついて述べ,かつ採炭作業の計画ならびに実施上の二,三の問題を記述する｡

1.緒 口

切羽作業の高能率化は才子朕タさの二億として碗く要望され,R立教

作所では数年前より国内の矧田条件に好適な採択機として,従来の

コールカッタを鵜礎とし,ドラムカッタローダの試作研究に右下し

た｡策=図は砂,オナ朕,セメソト(6:3:1)で作った模擬切羽試

験,舞2図は実稼働切羽における切械状況および積込状況を示す｡

採脚線わ釦エロ然条什にたいする避止叶巨のよいものほど有利であ

る｡すなわち同一･鉱山でも条件変化があまりにも急であり,一般の

場合この条件変化を克服することが要求される｡柑にほさみ,かた

第1表 ドラムカッタローダ仕様

区 分

種 別

形 式

詣昌姦三r町
立坐

カッタドラム

外 径

切込み鞘三さ

電動機川プJ

試 作 機

中ロープフィー

一ド

既 準 形

拝)チエ〉ソ

フ ィ
ー

チエソープイード

9,000kg

4,100kg

4.42m/min

9.69m/min

86.4rpm

230m/min

850mm申

700mm

75kW

試rF機改造経過:仔1

10,000kg

4,550kg

3.95m/min

8.66m./min

86.4rpm

230m/min

850mm¢

700mm

75kW

S34-8-24～S34-10-16

(勾 S34-12-7～S35-8-6

10,000kg

6,050kg

3.95m/min

6.51m一/min

86.4rpm

236m′/min

870mm¢

地力ッペ艮

75kW

10,000kg

6,480kg

3.95m/min

6.08m/min

86.4rpm

236m/min

870mm¢

仏力ッペ長

75kW

¢)S35-8-22以後

さなどに放感な機械ほ稼働率が恋い｡たとえば

ホーベルほかたさ,ほさみ,下祭の政弱および

尉放jtが恋い,崩静作がないなどの条什では有

利ではなく,硬現収川敷をもってt/ても木靴的

に不安近な採択計耐となるこJ

これに反して,切械機肺を有する採択機は条

什変化に対する逝介性はよい｡かつ現今この植

松の機械でほ硬,欣朕脚こおける切戯速度の差

ほ1:2 以下程蛇であり,むしろ切械速虹はピ

ックの喰込一榊こよって限界がある｡したがって

計榔こ支障のある機能劣下ほ認められない｡

以上の観点からドラムカッタローダほ安定し

た計画採脚こ適しており,かつ従来のコールカ

ッタなどに比較して,松岩,著しノい朕僻摺曲

(切羽遊子f‾力I何の起伏)および暑い､断層のな

い場釧こおいてム`利である｡

*
ラミ菱鉱業株式会社古賀山鉱業所

**
日立製作所亀有⊥場

第1図 模擬切羽切就中のドラムカッタローダ

凝転好

さ

慧欒蔽

第2-1阿 実稼動切羽における切哉状況

第2-2図 ドラムカッタローダ用プラウ梼込試鹸
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第3図 ド ラ ム カ ッ タ ロ
ー ダ 寸法 図

呈∠パ+福盛義
/フィード部

7 スキッド郡

第4図 ド ラ ム カ ッ タ ロ
ー ダ 機構 図

2.日立ドラムカッタローダの仕様

ドラムカッタローダほ高速に切戟し,高速に積込みを行いうると

邑もに,その処理能力は原炭150t/時以上であり,積込みの補助作業

はほとんど必要としない｡なお諸瞳の試験にて得られた結果を基と

して次のような改造をなし標準形を設定した｡

(1)下磐の起伏ならびに断層に対して機体とプラウの関連動が

円滑であり,特にプラウ積込走行が円滑である｡

(2) プラウのすくい込形状は大塊炭,粉炭のいずれにも適Lた

7■ロケット

土壁全

大分類区分線
油圧系葛充白終

電真東統回路

形状を有している｡

(3)切粉排出抵抗の少ない形状をカッタフレームおよびカッタ

ドラムに採用した｡

(4)下磐の起伏に対しで切り残しの少ない構造とする｡

試作機および標準形ドラムカッタローダ仕様ほ舞l真のとおりで

あり,弟3図に外形寸法および弟4図に機構を示す｡

3,試験(実稼働)

工場内にて切載積込みおよびプラウ形状実験後,昭和34年8月20
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第8岡 ドラムカッタローダ切戯時の速駐と入力との関係

日より35年3月末日の間,現地における試験ならびに実働試験を実

施し,なお試験後引続き実働継紋,昭和35年8月7日切羽転換の都

合により坑外に揚げ,精観点検を行なった｡

3.1切羽条件および設備

(1)切羽の構造

炭層傾斜2～5度で,ダブルユニット方式を採用し,1本の運

秒賢 即

川ル｢J

鵬H…｢棚m冒

第6図 炭 柱 図

搬用片磐坑道に対して左右150nl切羽を

設け,おのおのドラムカッタ(先行)とホ

ーベルを約100mの間隔に配置している｡

本炭層は切羽の進行力何に士2度程度の起

伏があり,ドラムカッタローダは北一汁側

を担当した｡

その構成を弟5図に示す｡

本切羽ほ,山たけ1.6m(炭たけ1･4-m)

にて,切羽巾矢部に0.95mの断層を有し,

切羽は一般に天井が乱れがちであった｡

臼然条件は次のとおりである｡

炭 層 名

天磐岩種良否

下磐岩瞳良否

上下磐と石炭の離れ良否

傾 斜

而 長

古賀山五尺層

頁岩,脆弱

頁岩,軟弱

不良

2～5度

150m

松岩の有無 なし

わき水の有無 なし

木灰層の炭柱図を弟る図に示す｡

ドラムカッタローダによる切哉位置は,

砂質頁岩および粘土質頁岩が介在し,比較

的硬質であり,Friability FI)=16･3程度で

ある｡

(2)切羽の作業方法

プブ数/1日

採炭方式

充てん方式

施枠方式

枠 間

カ ッ
ペ

鉄 柱

支柱密度

(3)運搬方式

2方採炭,1方整備

退却式

肩深帯状(3m)

千鳥枠

0.5m

G.H.H.-1.4m

G.T.N,-1.8m

O.82本/m2

切羽,片磐,そのほかの後力運搬系統を

弟7図に示す｡

3.2 負 荷 状 況

/仰 易 (1)切 戟 時

ドラムカッタローダ稼働時の入力はレコ

ーディングメータで記蝕し,入力と切戯速

度との関係を求めた｡弟8図は切歓迎度と

入力関係の一例を示す｡弟8図に示す入力の変動範囲上限と‾F限

の原因は切削抵抗の変動(被肖り物の強度変化および切削条件変化)

と切粉の排出抵抗の変化(排‖能力と切粉発生量とに関係する)

とに分現され,前者ほ振動数が高くかつ,振幅が割合に小さいた

め,入力に現われる変動も比較的小さい｡後者は比較的長周期で

あり,粉化作用を伴うため,比較的大きし､負荷変動を発生する｡
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第2表(a)丸棒植込み形ピック摩耗測定値

貰】

列平均

総平均

炭壁側

列 番 号

No･1lNo･2lNo･3
1,0

1.0 0.3

0.6

1.3 0.8

0.6

0.8

0.1 0.3

0.7

1.2

0.1

0.48

第2表(b)

0.7

0.7 0.7

1.0

0.9

0.5

0.75

0.546

r No･4】No･5
0.4

0.3 0.3

0.1

0.5

0.8

0.4

0.1

0.5 0.4

0.1

0.2

0.5

0.3

備 考

1.摩耗鼓ほ長さの
変化で′Jミす｡

2.単位mm

3.空欄は異常値と
して汽料から除
外す

4.汽糾No.2およ
ぴNo.4の1列
はダブル

平チップ形ピック摩耗測定値

列

No.11No.2

0.1

0.5 0.1

0.5

0.8

列平均

総平均

0.4

0.2

0.5 0.1

0.5

0.8

0.42

番 サ

JNo･3JNo･4JNo･5

0.35

0.304

0.2

0.3 0.1

0.1

0.1

0.4

0,2

0.2

0.1 0.2

0.05

0.2

0.15

備 考

1.陣耗す壷は長さの

変化で示す

2.単位mm

3.架憫は異常値と

して汽料から除

外す

その限界は,発生する切粉の量とその排出能ノJとできまるものと

考える｡すなわち,切粉の発生量Qlほ

¢1=£×刀×JxVm3/min

f:梓量増加率

か:カッタドラム外径

J:切込探さ

Ⅴ:切戟速度

排出能力ほ,カッタドラム1回転あたりの能ノJ甘(m3)と阿転

数雅との積と仮述すると

02=ヴ･乃

01とQ2が等しいときを限界値と考えると(Ql=Q2)

官･乃=よ･♪･g･Ⅴ

したがって

Ⅴ=-｢㌫J-･乃 となる｡

上記の中,i,か,Jは常数であり,切戟速度ほ,留とれの積と

して取扱われる｡ここで測定値に現われる大きい負荷変動の原田

はすであり,郎ま上炭の崩落性,機械の位置関係などによって変化

する｡たとえば崩落のない場合ほ崩落のよい場合に比較して如ま

小さくなり,炭層が切羽進行方向に対して負角(下向)の場(ナほ,

プラウの傾斜角が小さくなり,和対的な排出能力ほ低下し 如ま

小さい｡本実験で求めた値からほ,ピックボックス組込形のカッ

タドラムでほ,大略,崩落のないところでヴ=り.025m3以下を示

し,崩落性のよいところでほ,ヴ=0.031m3を示している｡なお

プラウ隠斜角300以下に傾むき切粉のすべりが忠くなった場合,

す=0･012m3程度にも低下する｡弟8図において切敏速度50%位

置以下でほ切粉排出抵抗変化による負荷変動ほ,比較的少なく,

切載速度50%位置以上において漸次増大し,62.5%(2.47m/min)

以上の速度ほぞの変化を考慮して選択する必要がある｡

(2)積 込 時

プラウによる積込時の負荷状況ほプラウ抑込力を,本体に取付

けた油圧計で測定した｡その値は,起動時5,500～6,000kg(仙比

15柏/cm2)程度であり,走行時は4,000～5,000kg程度である｡

本体の走行抵抗を1,500kg(一′∠=0.27)とすると,正味プラウ押

込力は4,500～2,500kgである｡

3.3 ピックの消耗

貞悩壷近遥L‾‾
｢

､

Jプ

評 論 第42巻 第12号

q

｢J･プ｢/出
ハーr､

至+ゝ

7=イニンブ､

j
節9図 ドラムカッタローダ川ピック

第10図(a)プ ラ ウ(涙板形)

第10図(b)プ ラ ウ(寄板形)

従来コールカッタ用として使用していた丸棒チップ栴込形と平チ

ップ形について,その陵劣を検討し,さらに改造して,ドラムカッ

タ川としての標準形を見附した｡

(1)丸棒肌込形と平チップ形の優劣

佃ピックの:i()()n一切敵役の摩耗削!り堤紙取の---▲例を第2表(a),

(b)に示す｡

弟2表の使および摩耗形状から次のとおり推定できる｡
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第3表 チューンフィードの効果

ム ツ ダ に

切成分数l摂込み分数

叫
ロ=プフィード
ドラムカッタ

34.8.27測定 竺竺∈竺
5min/145m

-一竺塑竺トー竺聖竺83.5minノ′145m.35.3min′′′145m

延長分数
古十

48.5min1213min//145m切羽

118.8minノ■■145m切羽

(イ)丸棒柵込形ピックより平チップ形ピックのはうが摩緒冒:

ほ少なく,摩耗形状の応力ゝらヤチップ形ピックのほうが研膵ニドj:てIミ

山卜数が多くとれるので有利である〔)

(ロ)機械側(No.5)より朕壁側(No.1)のはうが摩耗が多い

(約2倍程度)｡特にNo.1のピック数ほ増すことが必要である｡

(2)ドラムカッタローダ用標準ピック

ピックの研摩再r_帥1数の多少ほ,シャンク材の牌耗によって典

なり,丸棒植込形ではシャンク摩耗が著しい亡〕Lたがってヤチッ

プ形を採用し,さらにシャンクJ祭耗防止のため,表面に硬化した

ものを,ドラムカッタローダ用標準ピックとした｡

弟9図はドラムカッタローダ用標準ピックを示す｡

3.4 プラクの形状

弟10図(a)および弟10図(b)に示す2榛妖のプラウの積込状

況を観察し,次のような結論に達した｡

(1)切戟時の切粉排Fj_ほ円滑にするためには,プラウ傾斜ほ30

蛙以上を必要とする｡

(2)粉炭および塊炭のいずれの場介も,ねじり似で下磐とプラ

ウ傾斜面とをむすんだ膨(第一O図(a))がよい｡特に大塊の続込

時,寄板形のプラウでは大塊づまりが多い｡

(3)下磐の起伏に適合できまる本体との連結が必要であり,プ

ラウの高さと長さ,本体支点などについて,適切な位置寸法を決

定する必要がある｡

3.5 チェーンフィードの効果

ロープフィード方式では,150m切羽でロープ50mを巻取るも

のとして,1往復ごとに6～8回のロープ操作を必要とし,48～64分

(ロープ操作1回あたりロープ延長7分十余裕1分),実

測では50分を要した0ドラムカッタローダでほ,コールカ 十
ツタと比較して同一切羽処理長さに対して,切込深さが l
柏なるため,2倍のロープ梶山時間を要し･96～128分を +←と
ついやすことになる0この値ほ機械実稼働時間の30%以 下j｢
上に達し,機械の高速化にともない損失割合は著しく増

加する｡ドラムカッタローダのような高速に切戟,積込み

を行う機械では実働時間の45′%に柑当することもある｡

チェーソフィードは切羽の全曲にわたって敷設した

18¢ 64ピッチの強力リンクチェーンと,本体のドライ

ブスプロケットとを陳弁し,本体の走行運転を行うもの

で,上記の損失時間はなく,f_11災能率を30-～45%増加

することができる｡これらの実測例を弟3表にホす｡

第3表l,】値より 甘/l=0.557であり,大略44%

の改善ができた｡この44%の攻茸効果にほぼ接的なロー

プ撼作時間と間接的な余裕時間が含まれ,かつカッタマ

ンの坑内作業環境における精神的な効果要素も見のがす

ことはできない｡

3.占 作業上の問題点

ドラムカッタローダほ‾F磐際をH形コンベヤを基準と

して切戟するたわ,H形コンベヤの敷設はカッタ採択時

より,次の点を考慮せねばならない′-,

(1)コンペ･㌣の抒_卜りを防止すること｡

コンベヤ浮上りの原因は巻込睨によるものがおもで

あり,漏炭防止および落∩シュート高さを十分つける

/

し､ 1293

ことによって防止できる｡コンベヤ抒▼とりによってコンベヤの水

平度を失い,カッタドラムの喚い込み,浮上りを発生し,所定の下

磐位置切戟ができず,次の作業サイクルに支障をきたすことがあ

る｡

さらむこカッタドラムが下磐に喚い込むことは,プラウ恍斜角が

小さくなり,プラウの切粉排出能力が低下し,特に憤斜角が30度

以下になると切粉の排日絹巨ソJが低下し,負荷の増加および粉化を

助勢する｡

(2)コンベヤの移設方法

肩から深方向への積込行程時,コンベヤ移設を機械に随行して

行うとともに,探側ステーブルの進行は一般に機械とほ関係なく

作業し,コンベヤ中間部の移設完了以前にエンジン部の移設を完

了することがある｡もしこのような場伽こコンベヤ小間部を引下

げ移設するようなことがあると,コンベヤ探側部分でしわ寄せを

生じ,コンベヤの浮上り,およびねじれを生じ 次の切戟時機械

の振動およびカッタドラムの鳴い込みを発生し,高速切戟を不可

能にすることがある｡したがってコンベヤは肩部にて固起し,コ

ンベヤの移設は移設用プッシャーなどにて平行移設することが望

ましい｡

(3)ドラムカッタローダはプラウによる横込み工程を有するた

め,切裁と同時に自然崩落する必要はないが,大略の冠炭打落し

および大井操行ほ,カッペ延長のために必要である｡カッペ延長

は大井条件によっては忘ミ速にドラムカッタと並行して作業される

が,肩部における機械の折返し待ち時間を少なくするため,肩部で

ほカッペ延長およびコンベヤ移設,立柱をプラウ積込後同時に行

うことがある｡

(4)コンベヤを停止しないこと

大塊の処理およびコンベヤ移設によるコンベヤ停止時にはドラ

ムカッタの停止を必要とし,高速切戟および積込みを行うドラム

カッタとしてほ,はなはだ損失が大きい｡したがって後方運搬の

充実とともに,大塊となる性状の炭層では切戟時に大塊割りをつ
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第121宝1ドラムカッタローダ切羽規格図

けることが必要である〕

これらのコンベヤ停止によるドラムカッタローダ運転停止時間

の累計(弟5表)が60～70分′′ノ150m切羽に達することがあり,切

羽計画.Ⅰ二,十分なる対策を必要とする｡

4.ドラムカッタローダ使用実績

三菱古賀山砿業所においては従来,ホーベル払とシングルカッタ

を対向し,2私で緩行していたが,カッタ私の代りに,昭和34年

8月24日以降10月17日まで,約1箇月半ロープフィード方式にて,

また12月7日より現在iこ一台るまで,チェーンフィードニ方式にてドラ

ムカッタローダを採用した｡本節でほドラムカッタローダによる採

炭について述べ,あわせてホーベル採炭およびシングルジブカッタ

採炭との比較をする､つ

稼行払は3.1で記したように,北一片払と称し,払店長150m憤

斜2～5度で坑口からほ第一辿卸(憤斜16C20′長さ1,169m),第

二辿卸(傾斜12度,長さ560m),沿層坑道(700m)を経て切羽に

至る(弟11図参照)｡

操行炭層は唐津炭田芳の谷爽炭層中の古賀山五尺層を採掘してお

り,山たけ1.6m,炭たけ1.4m,Friabilityほ16.3で比較的かた

く,上■卜磐と石炭の離れは不良,天磐ほ頁岩で脆弱,下磐は軟弱で

鉄柱にほ鉄下駄を使用している｡松岩およびわき水はない｡

ん1作 業 方 式

作業は2力採択､1力整備で払ほ退却式であり,充てんは肩深坑

道側iこ幅31Tlの帯状充てん,ほかほ稔ばらしで,ステーブルは探7m,

肩51¶である｡カッペとダブルコツタのGTN形l.8nl鉄柱,GHHTZ

形1.4mカッペを使用し,施枠は枠問0.5mで千鳥方式

を採用してある｡したがって私面長1m当りに5組の鉄

柱カッペをもち,さらに技柱の関係で深50mには,カ

ッペをm当り1本余分に配置してある｡弟12図切羽規

格を示す｡

切羽作業員は,5F均実働甲乙方各28名,丙方4名でそ

の構成ほ下記のとおりである｡

種 別

立柱ならびにカッペ延長夫

抜 柱 夫

ス テ ー プ ル

ソ

ん

方
七
八

一

‖〓

ク

て

料

ツカ
売
付
と

人 員

5

3

4

2

1

2

1

i汁 1 28名

作業の順序: カッタほ深より扁に切戟し,裸天井に

なった部分を立柱カッペ延長夫がカッペを延長する｡立

柱カッペ延長夫はカッペを延長するとともに,必要に応

じてカッタスキッドの下を材料が通らないため,2名程

度はカッタの前後で材料の中継をして,深に流す仕事,

磐の調整をするため1名がカッタに先行して,レバーブ

ロックでトラフを懐けたり,またカッタ切載後のつり炭

処腰用ハッパ孔穿孔などに従事する｡穿孔は平均3mに

1本の割合である｡カッタが肩に至ると折返しローディ

ソグを始める｡ローディソグ時,ドラムカッタローダと

並行して,立柱カッペ延長夫のうち9～10名程度が部分

的に下磐際の積残し炭,およびローディソグ後の返り炭

をショベリングし,同時にコンベヤおよびパイプを移設

する｡ローディソグがi実に近づくとすみやかに深にまわ

仁),探側エソジントラフを移設し,移設後ほ深より立柱

を始める｡ほかの数名の立柱カッペ延長夫ほ,肩より立

柱を始め掛こ至る｡深側が20m程度立柱すれば,またカッタは切

哉は始める｡技柱夫ほ扁の立柱の完了したところより抜柱をして深

にさがってくる｡ステーブルは叩方が深,乙方が肩のステーブルを

担当1∴1発破l.4mの進行をする｡深のステーブルにほベビーコ

ンベヤを設け伏流しを容易にしている｡

カ､ソクマンほ1名がカッタを操作し,1一名がケーブルを操作する｡

充てんはLハ 乙‾方が各肩深を担当する｡材料力ほ坑道の材料を払内

に搬入L･,i殺人が終ればステーブルに入り作業する｡とい口夫ほ払

およびクロスコンベヤのスイッチを操作し塊灰を割る｡連絡信号装

琵としては,払1勺15nlごとにコンベヤの壬巣作押ボタンを設置し,

50mごとにほ電灯がつけてあるJコンベヤの操作押ボタンが切られ

るとそれより肩の電灯は消え,一見して押ボタンの切られていると

ころがわかるように設定してある｡クロスコンベヤが停止した場合

ほとい口の赤灯がつく｡これほとい口夫がクロスコンベヤが停止し

たことに気が付かずコンベヤを運転して粉択をコソべヤの下に巻込

ませることを防止するための警報装置である｡私内は3個の電話で

連絡でき,とい口には所内自動電話が設置されている｡

4.2 作 業 成 績

ドラムカッタローダの実績を,ロープフィード方式とチェーソフ

ィード方式について舞4表に示す｡

弟4表において,昭和34年8月より10月の間ほ,ロープフィード

方式によって,ドラムカッタローダを運転した｡この方式ではロー

プのアンカーの奴替えに1往復につき,約1時間のロープ操作時間

を要し,一方で1501Ⅵの私を70cm進行させることが困難な場合が

あった｡

-50-
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第4表 ドラムカッタローダ採炭作業実績表

ープフイ=ド方式
項 目

34年8月J9月
出 炭 (t)

私 進 行 (m)

稼動方数 (方)

直接夫能率(t/人･方〕

切羽全員能率(t/人･方)

坑 木(石/t)

爆 薬 (g/t二)

雷 管(本ノ/い

第5表 タツカムー7ド

明示…3｡.83潤一･1750ぷ月21

チェソフィート方式

‾1昌諒1月F2月‾l

ローダ採炭時間分析表

月
一
5
3
0
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2
6
9
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9
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祁
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･
･
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.
･

3
一
9
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7
5
臥

5
0
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人 員 声 30人

運 転 距 離

能

進

米
米

蔵
込

切
納
仰

率

行

稼 動 状 況

夫接直

在 坑 時 間

人 昇 址 時 間

在 切 羽 時 間

中食仕 度 時 間

稼動可 能 時 間

運 転 時 間

172m

300m

8.65t/人/方

1.10m/方

切 戟 時 間

積 込 み 時 間

計

平 均 速 度

故 障 時 問

切 蔵

杭 込 み

カ ッ タ鉄柱当り

払HCスイ･ノチ落ち

ケ肌-プル台車脱線
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BC 塊 炭 詰 り

吉｢

回

回

回

回

←州

凹

1r⊃39

1〇13

2〔､52

1.60m′･′min

3.75mノmin

8/

2′

3′

3′

9′

25′

休

問

切
羽
コ
ン
ベ
ヤ
と
も
に
休
止

カ
ッ
タ
の
み
休
止

親
大

ト

卜

払
児

ク

そ

移
探
肩
材
た

設
り
設
げ
り
破
止
他

一
ち
ち
ち
し
仙

㍊諾州の計斉計

L
コ
J

一
設
立
硝
料

一

･ガ

回

同H

回

向

回

凹

同H

同

国

回

回

回

同

凹

回

回25

l

l

l

ド
一
㌢

㍗
小
針
が
が
㍗
一
針

昭和34年12月よりチェーソフィード方式となり,作業員の作業

習熟と相まって能率が上昇している｡特に2月以降ホーベル払が増

員になり,払出炭力が主要運搬力を上回り,ポケット満炭が2月に

1方平均18分,3月に41分あった｡これが解決されればさらにド

ラムカッタローダの出朕九および能率は上昇するものと思われる｡

次に作業時間調査の結果を弟5表に示す｡

舞5表の例は非常に好調の時の例であるが,この場合カッタほ深

より125mの地点から,切哉を開始し大肩に至り折返しローディソ

グして,さらに深より大肩まで切裁し,再度ローディソグを完了し

ている｡

1箇月間の平均矢掛ま弟5表による分類および原田別分類で,運

転時間2時35分,故障時問41分,休止時間3時11分である｡休止

時間中の親トラフ移設ほ,ドラムカッタローダ導入時は1時間程度

を要していたが,現在は通常15分程度で処理している｡移設待ちは

ダ に つ い て 1295

第6表 ドラムカッタローダによる原炭粒度表

＋25m/m
25m/m～

0.3m/m

ホ ー ベ ル 私

カ ッ タ 私

ドラムカッタローダ払

全坑 34年/7月 実於

全坑 34年′′9月実績

全坑 35年..′/2月尖絞

第7表

23.1%

22.5%

16.8%

28.8%

29.2%

31.2%

…喜:3芸l……:…芸

-0.3In/m

5.0%

7.6%

11.8%

6.0%

7.6%

22.5%l28.4%】 5.2%

各種採炭法による経費比較表

＋0.3町/m

歩 留

51.9%

51.7%

48.0%

53.1%

50.5夕方

50.9%

単位
炭
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炭]カ

進
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方
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切羽全員1人1方当山炭

坊二

爆

雷

カッタ ピック ビ
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坑
爆
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ー
m
万
作

敦
賀
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代
幾
党
規
政
一
…

HH計費経.nノ当山灰精

カ ッ タ 採炭
(34/11月実績)

6,450

26.5

44

147

4,367

0,071

101

0.40

50

9,669

7,987

2,730

ドラムカッタ

ローダ採炭
p5(旦旦竪琴〕

9,530

37.8

55

173

99

八
X
U

O

2

7

4

5

4

∩
入
U
･
4

8

A一

つJ

9

0

4

6

3

4

5

6

4

00

6

7

8

QU

2

3

1

4

3

1

2

1

訂

ホーペル採炭
(35./3月実碩)

15,680

71.7

80

196

5,052

0.106

58

0.25

ウェルタソ棒1.2kg

29,400

34,615

3,528

578.37

ドラムカッタローダがローディングを終って親l､ラフの移設を待っ

ている時間で,この時間はさらに人員が増加し,支柱能力が増せば,

機械の運転時間にすることができる｡

探立柱待ちは親トラフが移設されても,二)蛸三がされないと天非の

関係で切戟ができないから,その間の待ち時間であり,増員により

15分程度に短縮することができる｡肩折返し待ちは大扁において切

戟後,ローディソグに反転するとき,つり脱があれば発破で打落す

必要があり,その待時間である｡弟5表例では2回ローディソグを

しており,通常1回15分を要する｡

弟5表によるとドラムカッタローダが4回鉄柱に当っているが,

これほ通常に比較すると多く,ドラムカッタローダ導入時にほ,ホ

ーベル払の実績よりみて千鳥施枠による支柱列の乱れが心配された

が,カッタ採炭の時と同様,整然と立柱されている｡これはホーベ

ル払が全面で立柱されているのに対して,ドラムカッタローダほ一

方より順次立柱されていることによると思われる｡

択じんには導入当時悩まされたが,払全面に1吋パイプを張り,

コックを10mごとにつけホースをドラムカッタローダに結びつけて

散水をしている｡

現在でほホーベル払およびシングルジプカッタ払と大差がない｡

ホースをコックからコックへ移動させるのほ,カッタマンが実施し

ている｡

ム3 籾化について

ドラムカッタローダ切載による原灰粉化は,サンプリングが困難

で正確な賃料とはいえないが,参考までに原炭の採炭法別粒度表を

葬る表に示した｡またその下に全坑の出炭粒度を記した｡

弟る表によるとホーベル払とカッタ払は大差はないが,ドラムカ

ッタローダは塊炭中塊がへり,洗粉微粉が増加している｡ただし全

坑実績を見ると,昭和34年7月はホーベルとカッタが稼働しており,

ー51-
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34年9月,35年2月はホーベルとドラムカッタローダが稼働してい

るが,別年7月と34年9月との比較でほ明らかに粉化が認められる

が,35年2月になると34年7月の状態にかえっている｡

これほドラムカッタローダ私の,山たけ炭たけが高くなったこと,

および作業習熟,および下磐食込みによる本体の傾きが少なくなり,

切粉の排出がよくなったことによると考えられる｡

人4 他の採炭法との比較

カッタ採炭,ドラムカッタローダ採択,ホーベル採炭の経費比較

を示すと弟7表のとおりである｡

弟7表の機械経費は,ドイツ D.K.B.L.(Deutsche Kohlen-

bergbauleitung)制定の機械経費(Maschinenmieten)算山法によ

った｡ホーベル払は3交替で操業をLているが,機械経費ほ2交替

の場合に換算して出した｡

カッタとドラムカッタローダ採炭を比較すると,特にドラムカッ

タローダ採炭になっての不都合ほ見当らない｡むしろ作業員はショ

ベリングがなくなったので,大いに喜んで作業をしている｡下磐の

管理についてはカッタ採炭ほ,下磐を発破で打上げていたので聞返

はなかったが,ドラムカッタローダ採炭ほ,当坑の下磐と石炭の離

れが悪く,下磐際の石炭がかたいため,しばしば下磐に炭がつき,

コンベヤが波を打った状態になる｡これは丙方整備方で早めにピッ

ク,もしくは発破で修正をすることによって問題ほなくなった｡

ドラムカッタローダとホーベル採炭を比較すると,出炭力はホー

ベル私が上回っている｡ドラムカッタローダほ現在のものであれば,

最大能力を出して150mの切羽を1方平均約1.Om進行できる｡一

方,ホーベル私は現在でも1.5mの進行をすることがある｡ただしホ

ーベルはガイドチューブ,スピールプレート,ケーブルカバー,シフ

タ取付金具などがトラフに取付けてあり,これらの管理が煩雑であ

り,またホーベル探鳥削も ホーペルを強引に引張って炭壁を突きく

ずすので,馬の背,船底などがあれば,トラフの損傷,立ち上りをき

たし,炭壁がかたければ切込みが浅くなり,さらに各部分に無理を

生ずる｡なお天磐状況は裸天磐となり,ドラムカッタローダに比較

して不良である｡払の1筒所に天磐不良,滴水箇所があると弘全体

の進行が影響を受けやすい｡要するにホーベルは払仝耐こわたって

作業され稼働しており,閃鼠〔＼の,はあくが多角的であるが,ドラ

ムカッタローダは動いている部分が少範押であるので,問題点の,

はあくが容易であり着実なf_Ll択,l二1然煮付に対する適応仰三はドラム

カッタローダのほうがすぐれている｡

弟7表の経費比較表によると,ドラムカッタローダによる採択ほ

一番低いコストであるが,粉化による択触,さらに粒度変化による

市場性などについてほ,特に一般炭について今後さらに解明されな

ければならないノエであると思う｡

る.精密点検結果について

昭和34年8月24日より稼働し,チェーソフィード装置取付けのた

め10月17日より12月6日まで休止,12月7日より稼働し,昭和35年

8月7日切羽転換にて坑外揚げした｡この機会に整備をかねて,各

歯車,軸および軸受,ならびにil壬ば変速機部につき精掛こ点検し,

炭じんそのほかの侵入状況について調査した｡

(イ)歯 串 類

べべルギヤ(カッタ部)とウォームギヤ(フィード部)をのぞ

き全期間使用したが,まったく異常は認められない｡

･べべルギヤ(カッタ部)ほ稼働開始当初,カッタドラムのプラ

ウかみ込みによる異常負荷が原因となり,ピッチングによる異

音を発生した｡材質変更した改造品と交換し,昭和34年12月7

日以後使用したが,改造後のギヤに異常ほ認められない｡

･ウォームギヤ(フィード部)は異物かみ込みによる一部異常摩

耗を発見し,昭和34年12月7日同一材質で新部品と交換し

た｡今回の調査にて歯厚でウォームー1.02mm,ウォームホイ

ルー0･21mmの異常摩耗あり,積込走行側の歯面に摩耗が多い

(根本的対策として今後の製品にはウォーム側材質を変更す

る)｡

(ロ)軸および軸受

ニードル軸受部軸面(ニードル接触部分)および各種軸受箱と

軸の寸法関係を測定せるも異常は認められない｡なお軸受は外観

調査により全数使用可と判断した｡

(ハ)油圧変速機(羽根ポンプおよび羽根モータよりなる)

ロータとケース面,羽根しゅう動画に異常な当りほなく,子羽

根とケース面の当りほ良好であり,外観上異常は認められない｡

羽根ガイドリング内側ほ0.1mm摩耗しているが実用に支障ない｡

(ニ)炭じんそのほかの侵入状況

機内外の貫通部について調査の結果ほ‾F記のとおり｡

･カッタドラム軸負荷側端は,オイルシール外側に設けたフェル

トリングが破損したが,オイルシール機能ほ保持していたもの

と推定できる｡

･ハンドル貫通部(フィード部4箇所)は,ハンドル軸用ブッシュ

とラビリンスにより炭じん侵入を防止している｡

･フィードドライブスプロケットは,特に厳重に防じんおよび仙

止め構造を施してあるため炭じん位入皆無｡

上述のとおり使用後1年における取替部品ほわずかにフェルトリ

ングなどであり,75kWドラムカッタローダ用として十分な強度を

有するものと推定される｡

7.結 口

以上,ドラムカッタローダについで性能試験と使用実績について

述べた｡要約すると,従来のカッタ採炭切羽に採用して操業上の難

点はなく,能率の向上が期待できる｡なお,安定した能率および[1

然条件に対する適応性はホーベルよりすぐれている｡

さらにドラムカッタローダの能率向_とのため

(1)切戟速度の向上

ドラムカッタローダの山ソJを増加することは,キャブタイヤケ

ーブル操作上および切哉速度と入力関係より,経済的に限界があ

るので,切粉の排J舶巨力を増し,切哉能ノ+の向上を計ることが先

決である｡

(2)杭込み速度の向上

実測によると積込時の入力は迂格の20･～30%程度であり,けん

引力は4,000～6,000kgを必要とし,積込み速度は 5～6m/min

が坑内作業の限射と考えられる｡したがって,従来の高速側速度

0･～8.66m/minを0～6.51m/111in塞)るいほ6.08m/minとし,け

ん引ノJ4,550kgを6,050kgあるいほ6,480kgに変更する｡

(3)切羽コンベヤの移設作業,立柱作業,片磐運搬などの改善

によって50分,塊択割作業による機械停止20分など,計70分程

度の作業改善の余地があり,この値は機械稼働時間の40%にもな

る｡これらの損失をなくし稼働時間の延長を計り,出炭能率の向

上を計る必要がある｡

などを実施することが肝要であり,上記の小(2)積込み速度の向上

は,昭和35年8月22日の組棒によって達成した｡なお本機の坑内

i試験を基として切戟中の切粉の流れ,下磐の起伏に対する適応性な

どを考慮して標準形ドラムカッタローダを製作しており,カッタド

ラムの形状についてほ目下研究中である｡

終りにのぞみ,本機の試用と試験研究に対して,懇切なる指導と

協ノJを賜った三菱鉱業株式会社本社ならびに古賀山砿業所各位に厚

く感謝の意を表する次第である｡
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